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１．平成29年3月期の連結業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）
（１）連結経営成績　　　　                             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （％表示は、対前期増減率）

29年3月期

28年3月期

（注） 包括利益　　　29年3月期 　　124,934百万円　（5.9％）　　　　28年3月期 　　117,953百万円　（△ 49.9％）

円   銭 円   銭 ％ ％ ％

29年3月期

28年3月期

（参考） 持分法投資損益　　　29年3月期 　10,022百万円　　　　　28年3月期 　11,494百万円

（２）連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円   銭

29年3月期

28年3月期

（参考） 自己資本　　　29年3月期　　1,363,155百万円　　　　　28年3月期　　1,328,483百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況

百万円 百万円 百万円 百万円

29年3月期

28年3月期

２．配当の状況

円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 百万円 ％ ％

28年3月期

29年3月期

（注） 30年3月期の第2四半期末及び期末の配当金につきましては、開示が可能になった時点で速やかに開示する予定です。

３．平成30年3月期の連結業績予想（平成29年4月1日～平成30年3月31日）
     　　　　　　　   　                       （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

百万円 百万円 百万円 百万円 円   銭％

16.5
％

11.2
％

17.5 92,100
％

13.392,100 66,900
△ 4.9 116,900通期 569,800 6.1 155,500 △ 8.5

299,600
603.021.5 160,500

ー ーー ーー ー

7.0ー 281.86 ー 208.21

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

60.0 5.7

ー 11.8 14.7

60.0

34.6

自己資本比率 1株当たり純資産

現金及び現金同等物
期末残高

816.78

395.18

財務活動による
キャッシュ・フロー

総資産 純資産

623,418 △ 27.6

658.63 ー

△ 14.6 215,567

平成29年4月27日

30年3月期
（予想）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

1株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
1株当たり当期純利益

ー

△ 20.0
百万円

1,564,769 1,369,457

229,361 △ 26.5 159,700
△ 28.9 168,829

百万円 ％ 百万円 ％

536,942 △ 13.9
百万円 ％

153,217

売上高 営業利益 経常利益

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末

186.20 ー 208.98

9.5

345.10

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）期　末

11.0 28.5

490.07 95,668
76,610

親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

売上高
営業利益率

△ 23.1
△ 26.4 127,697

合　計
配当金総額

（合計）

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

87.1 7,031.79
1,512,895 1,334,910 87.8 6,825.27

121,713

第2四半期（累計）

平成29年３月期　決算短信〔日本基準〕（連結）

△ 88,562 △ 90,267 774,761
140,633 △ 112,677 △ 169,572 831,662

％



 ※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動 （連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：  無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①　会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：　有

②　①以外の会計方針の変更 ：　無

③　会計上の見積りの変更 ：　無

④　修正再表示 ：　無

（注）詳細は、添付資料P．16「４．連結財務諸表及び主な注記　（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」を

（注）ご覧下さい。

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要

１．平成29年3月期の個別業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）
（１）個別経営成績　　　　                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （％表示は、対前期増減率）

29年3月期

28年3月期

円   銭 円   銭

29年3月期

28年3月期

（２）個別財政状態

百万円 百万円 ％ 円   銭

29年3月期

28年3月期

（参考） 自己資本　　　29年3月期　  1,155,279百万円　　　　　28年3月期　  1,128,807百万円

※

※

195,522,938株

11,300,237株28年3月期

28年3月期

205,942,215株28年3月期204,072,715株

10,216,648株

193,882,295株

①　期末発行済株式数(自己株式を含む)　

1,231,054 1,128,807
1,271,871

②　期末自己株式数　　

③　期中平均株式数

29年3月期

29年3月期

29年3月期

91.7 5,799.40
1,155,279 90.8 5,959.47

潜在株式調整後
1株当たり当期純利益

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

716.46 ー

△ 22.7

579.70 ー

1株当たり
当期純利益

190,242

百万円

△ 28.1 140,084

％

457,479 △ 17.5 158,045 △ 31.4
141,733 △ 25.5 112,393 △ 19.8399,111 △ 12.8 107,979 △ 31.7

百万円 ％ 百万円

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ ％

本資料に記述されている業績予想および将来予想は、主要市場における製品の需給動向、競合状況、経済情勢その他に不透明な

面があり、実際の業績は見通しと異なる可能性があることをご承知おき願います。業績予想につきましては、添付資料5ページ「今後

の見通し」をご覧下さい。なお、30年3月期の第2四半期末および期末の予想配当金につきましては、公表が可能になった時点で速

やかに開示する予定です。

業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

決算短信は監査の対象外です
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１．経営成績等の概況 

 

(1) 当期の経営成績の概況 

 

当期における当社グループを取り巻く事業環境につきましては、米州に

おける設備投資需要は堅調に、国内および欧州においては概ね横ばいに、

それぞれ推移しました。中国およびその他のアジアにおいては、期の終わ

りごろから回復傾向が見られるようになりました。 

このようななか当社グループは、「one FANUC」、｢壊れない。壊れる前に

知らせる。壊れてもすぐ直せる｡」および「サービス・ファースト」をスロ

ーガンに掲げ、当社商品およびサービスについてお客様にご安心いただけ

るための取り組みをグループ一丸となって行いました。また AI 技術の当社

商品への適用を進めると同時に、FIELD system (FANUC Intelligent Edge 

Link and Drive system)の立ち上げ準備を中心に IoT への対応を加速させ

るなど、今後の事業の安定と発展のための取り組みを推し進めました。 

平成 28 年度における連結業績は、売上高が 5,369 億 42 百万円（前期比

13.9％減)、経常利益が 1,688 億 29 百万円 (前期比 26.4％減)、当期純利益

が 1,276 億 97 百万円（前期比 20.0％減）となりました。 

(注)[経営成績等の概況]における「当期純利益」は、連結損益計算書におけ

る「親会社株主に帰属する当期純利益」を指します。 

 当期の設備投資としましては、栃木県壬生町にＣＮＣ・サーボモータ等

の新工場を完成させました。同工場は 10 月から一部生産を開始しました。

また、今後のロボット需要の拡大に対応できるよう、新たに茨城県筑西市

にロボット工場用地の取得を進めました。この他、研究開発における「信

頼性向上」と「スピードアップ」等を推進するため、引き続き研究所群の

拡張を進めました。 

また当期におきましては、安全柵なしで人とロボットが協働して作業可

能な緑のロボット「ファナック ロボット CR-35i A」が、財団法人大河内記

念会より「協働ロボットと人の協働作業による高効率組立システム」とし

て平成 28 年度大河内記念生産賞を受賞いたしました。 

 

 部門別の状況は、以下のとおりです。 

 

［ＦＡ部門］ 

ＣＮＣシステムの主要顧客である工作機械業界は、欧州などにおいて依

然として厳しい状況が続いたものの、期の初めにおける中国での一時的な
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需要の増加に加え、期の終わりごろから中国その他のアジアにおいて全般

的に回復傾向が見られるようになりました。国内においては堅調に推移し

ました。これらにより、当社グループのＣＮＣシステムの売上高は前年度

に比べ増加いたしました。 

レーザにつきましては、国内、海外ともに低調に推移しました。 

ＦＡ部門の連結売上高は、1,750 億 16 百万円（前期比 2.8％増)、全連結

売上高に対する構成比は 32.6％となりました。 

 

［ロボット部門］ 

ロボットにつきましては、米州および欧州においては期前半に自動車産

業等において設備投資の谷間があったものの高原状態が続きました。中国

においては需要の伸びが顕著でした。国内においても自動車産業向けを中

心に好調でした。 

ロボット部門の連結売上高は、1,900 億 43 百万円（前期比 0.9％増)、全

連結売上高に対する構成比は 35.4％となりました。 

 

［ロボマシン部門］ 

ロボドリル（小型切削加工機）につきましては、自動車、二輪車の部品

加工向けの販売が堅調に推移し、また、第４四半期からＩＴ関係の一時的

需要が動き始めました。しかしながら、ＩＴ関係の一時的需要が大きく寄

与した前年と比べると売上は減少しました。 

ロボショット（電動射出成形機）につきましては、全体的には横這いで

したが、ＩＴ関係の需要が本格的に回復するに至らなかった影響で、売上

は若干減少しました。 

ロボカット（ワイヤカット放電加工機）につきましては、売上は横ばい

で推移しました。平成29年３月に、ロボカットの累計出荷台数は３万台を

達成しました。 

ロボマシン部門の連結売上高は、939億39百万円（前期比48.7％減)、全

連結売上高に対する構成比は17.5％となりました。 

 

[サービス部門] 

サービスにつきましては、｢サービス・ファースト」の方針のもと、世界

中で高度なサービスの提供や生涯保守を実践しながら、お客様の工場での

ダウンタイムを最小限にするための迅速な保守サービス活動を行いました。 

サービス部門の連結売上高は、779 億 44 百万円（前期比 4.8％減）、全連

結売上高に対する構成比は 14.5％となりました。 
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(2)当期の財政状態の概況 
 

 資産合計は、前年度末比 518 億 74 百万円増の 1 兆 5,647 億 69 百万円と

なりました。 

負債合計は、前年度末比 173 億 27 百万円増の 1,953 億 12 百万円となり

ました。 

純資産合計は、前年度末比 345 億 47 百万円増の 1 兆 3,694 億 57 百万円

となりました。 

 なお当社は、当社の株主還元方針（平成 27 年４月 27 日公表）に基づき、

発行済株式総数の５％を超える自己株式（1,869,500 株、133 億 79 百万円）

を平成 28 年６月８日付で消却いたしました。（本消却に伴う純資産合計額

への影響はありません。） 

 

(3)当期のキャッシュ・フローの概況 
 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、

前年度末比 569 億１百万円減の 7,747 億 61 百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、前年同期比 189 億 20 百万円減の 1,217

億 13 百万円であり、これは主に税金等調整前当期純利益が減少したことに

よるものです。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、前年同期比 241 億 15 百万円減の 885 億

62 百万円であり、これは主に有形固定資産の取得による支出が減少したこ

とによるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、前年同期比 793 億５百万円減の 902 億

67 百万円であり、これは主に配当金の支払額が減少したことによるもので

す。 
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(4)今後の見通し 
 

今後しばらくの間、米国市場は堅調に推移し、中国その他のアジアにお

いては回復の動きが続くものと思われます。当社グループとしては、こう

した需要にしっかりと対応していくとともに、欧州については全力で拡販

に努めてまいります。 

一方で、為替動向や地政学的リスク等の懸念から、総じて予断を許さな

い状況が続くものと思われます。 

現時点での平成 29 年度（平成 30 年３月期）の連結業績予想は以下のと

おりです。 

 

平成 30 年３月期通期の連結業績予想 

 金額（百万円） 前年同期比（％） 

売上高 569,800  6.1 

営業利益 155,500  1.5 

経常利益 160,500  △4.9 

当期純利益   116,900  △8.5 

注）平成 29年４月１日から平成 30年３月 31日までの期間における為替レートは、

平均 100円/ドル、110円/ユーロを想定しております。 
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(5) 利益配分に関する基本方針および当期の配当 

 

当社は、株主の皆様への利益還元につきましては、以下の基本方針に基
づき行います。 

 

（平成 27 年４月 27 日公表） 

 

１．配当について 

株主の皆様への長期的な利益還元を更に充実させるため、連結配当
性向を６０％とする。 

 

２．自己株式取得について 

成長投資とのバランスを考慮し、株価水準に応じて、今後５年間の
平均総還元性向を最大で８０％とする範囲内で自己株式取得を機
動的に行う。 

* ５年間の平均総還元性向とは、５年間の当期純利益の合計金額に対する配当金と自己株式取得の

合計金額の比率です。 

 

３．自己株式の消却について 

自己株式の保有は発行済株式総数の５％を上限とし、それを超過す
る部分は原則として毎期消却する。 

 

当期の配当金につきましては、以下を予定しております。 

 
 

中間配当 期末配当 

（予定） 

年間配当 

（予定） 

配当性向 

当期(平成 28 年度) 186 円 20 銭 208 円 98 銭 395 円 18 銭 60.0% 

(ご参考) 

前期(平成 27 年度) 
281 円 86 銭 208 円 21 銭 490 円 07 銭 60.0% 
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２．経 営 方 針 

 

(1) 経営の基本方針 

 

ファナックは1956年に日本で民間初のＮＣとサーボ機構の開発に成功し

て以来、一貫して工場の自動化を追求してまいりました。 

ファナックの基本技術であるＮＣとサーボから成るＦＡ事業と、その基

本技術を応用したロボット事業およびロボマシン事業の三本柱によって、

お客様における製造の自動化と効率化を推進することで、国内外の製造業

の発展に貢献してまいります。 

 

(2) 対処すべき課題 

 

当社グループは会社の永続のため、短期的な事象に左右されない、将来

を見据えた経営を続けてまいります。 

 

こうした基本思想のもと当社グループは、「one FANUC」を合言葉に、Ｆ

Ａ・ロボット・ロボマシンが一体となったトータルソリューションの提供、

およびグループが一体となっての世界のお客様への対応、という当社グル

ープならではの強みを最大限活かしてまいります。 

また、ファナック商品は製造現場でご使用いただく設備であるとの原点

に立ち、お客様の工場におけるダウンタイムを最小にし稼働率向上を図る

ため、「壊れない。壊れる前に知らせる。壊れてもすぐ直せる。」を商品開

発において徹底いたします。同時に、資本財のサプライヤとしてお客様へ

の供給責任を果たすべく、お客様にご安心いただける生産体制を確保して

まいります。 

そして世界中のどこでもファナックのグローバルスタンダードに基づく

高度なサービスを提供すること、お客様が使用し続ける限り保守を続ける

「生涯保守」を行うこと、を基本理念とした「サービス・ファースト」を

実践してまいります。 

また、当社は、AI・IoT 技術は当社が今後も競争力の高い商品を開発し市

場投入していくうえで必要不可欠な技術と考えております。当社はこれら

の技術をＦＡ・ロボット・ロボマシンの全ての分野に積極的に適用してい

くことで、お客様における製造の効率化を一層推進します。 

 

当社の創業以来の基本理念である「厳密」と「透明」を今後もあらゆる

面で徹底しながら、こうした諸施策をグループ一丸となって推し進めるこ

とにより、お客様による当社グループへの安心と信頼を高め、企業として
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永続するよう地道に努力してまいります。 

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

  

 当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可

能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸表を作成する方針でありま

す。 
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 686,662 629,761

受取手形及び売掛金 100,307 120,787

有価証券 145,000 145,000

商品及び製品 52,736 60,580

仕掛品 39,206 43,892

原材料及び貯蔵品 11,124 13,864

繰延税金資産 23,107 24,384

その他 16,196 22,663

貸倒引当金 △1,568 △1,287

流動資産合計 1,072,770 1,059,644

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 97,821 195,765

機械装置及び運搬具（純額） 27,484 41,668

土地 131,800 134,400

建設仮勘定 85,917 22,015

その他（純額） 9,038 12,542

有形固定資産合計 352,060 406,390

無形固定資産 3,875 4,687

投資その他の資産

投資有価証券 65,809 72,195

繰延税金資産 15,384 18,984

その他 2,998 2,871

貸倒引当金 △1 △2

投資その他の資産合計 84,190 94,048

固定資産合計 440,125 505,125

資産合計 1,512,895 1,564,769
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 24,815 36,011

未払法人税等 17,199 22,994

アフターサービス引当金 6,676 6,994

その他 57,426 54,716

流動負債合計 106,116 120,715

固定負債

退職給付に係る負債 68,346 71,175

その他 3,523 3,422

固定負債合計 71,869 74,597

負債合計 177,985 195,312

純資産の部

株主資本

資本金 69,014 69,014

資本剰余金 96,206 96,208

利益剰余金 1,269,557 1,307,254

自己株式 △90,574 △90,677

株主資本合計 1,344,203 1,381,799

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,391 8,594

為替換算調整勘定 5,974 △710

退職給付に係る調整累計額 △26,085 △26,528

その他の包括利益累計額合計 △15,720 △18,644

非支配株主持分 6,427 6,302

純資産合計 1,334,910 1,369,457

負債純資産合計 1,512,895 1,564,769
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日

　至 平成29年３月31日)

売上高 623,418 536,942

売上原価 326,912 303,415

売上総利益 296,506 233,527

販売費及び一般管理費 80,939 80,310

営業利益 215,567 153,217

営業外収益

受取利息 2,537 2,343

受取配当金 1,372 1,446

持分法による投資利益 11,494 10,022

雑収入 2,151 3,409

営業外収益合計 17,554 17,220

営業外費用

固定資産除売却損 857 228

固定資産撤去費用 135 239

自己株式取得費用 1 224

寄付金 383 513

為替差損 2,090 －

雑支出 294 404

営業外費用合計 3,760 1,608

経常利益 229,361 168,829

税金等調整前当期純利益 229,361 168,829

法人税、住民税及び事業税 66,123 47,736

法人税等調整額 2,906 △6,684

法人税等合計 69,029 41,052

当期純利益 160,332 127,777

非支配株主に帰属する当期純利益 632 80

親会社株主に帰属する当期純利益 159,700 127,697
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日

　至 平成29年３月31日)

当期純利益 160,332 127,777

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,091 4,203

為替換算調整勘定 △21,866 △2,076

退職給付に係る調整額 △15,337 △443

持分法適用会社に対する持分相当額 △2,085 △4,527

その他の包括利益合計 △42,379 △2,843

包括利益 117,953 124,934

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 117,873 124,774

非支配株主に係る包括利益 80 160
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 69,014 96,277 1,500,635 △312,855 1,353,071

当期変動額

剰余金の配当 △151,385 △151,385

親会社株主に帰属す

る当期純利益
159,700 159,700

自己株式の取得 △17,194 △17,194

自己株式の処分 7 4 11

自己株式の消却 △78 △239,393 239,471 －

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― △71 △231,078 222,281 △8,868

当期末残高 69,014 96,206 1,269,557 △90,574 1,344,203

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 7,482 29,372 △10,748 26,106 7,518 1,386,695

当期変動額

剰余金の配当 △151,385

親会社株主に帰属す

る当期純利益
159,700

自己株式の取得 △17,194

自己株式の処分 11

自己株式の消却 ―

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△3,091 △23,398 △15,337 △41,826 △1,091 △42,917

当期変動額合計 △3,091 △23,398 △15,337 △41,826 △1,091 △51,785

当期末残高 4,391 5,974 △26,085 △15,720 6,427 1,334,910
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当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 69,014 96,206 1,269,557 △90,574 1,344,203

当期変動額

剰余金の配当 △76,623 △76,623

親会社株主に帰属す

る当期純利益
127,697 127,697

自己株式の取得 △13,483 △13,483

自己株式の処分 2 1 3

自己株式の消却 △2 △13,377 13,379 －

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

2 2

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 2 37,697 △103 37,596

当期末残高 69,014 96,208 1,307,254 △90,677 1,381,799

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 4,391 5,974 △26,085 △15,720 6,427 1,334,910

当期変動額

剰余金の配当 △76,623

親会社株主に帰属す

る当期純利益
127,697

自己株式の取得 △13,483

自己株式の処分 3

自己株式の消却 －

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

2

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

4,203 △6,684 △443 △2,924 △125 △3,049

当期変動額合計 4,203 △6,684 △443 △2,924 △125 34,547

当期末残高 8,594 △710 △26,528 △18,644 6,302 1,369,457
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日

　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 229,361 168,829

減価償却費 21,106 26,530

貸倒引当金の増減額（△は減少） △536 △239

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 21,311 3,178

受取利息及び受取配当金 △3,909 △3,789

持分法による投資損益（△は益） △11,494 △10,022

売上債権の増減額（△は増加） 29,207 △17,386

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,602 △16,519

仕入債務の増減額（△は減少） △13,749 11,292

その他 △21,506 △6,470

小計 251,393 155,404

利息及び配当金の受取額 10,061 8,562

法人税等の支払額 △121,281 △43,039

その他 460 786

営業活動によるキャッシュ・フロー 140,633 121,713

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △102,008 △87,509

その他 △10,669 △1,053

投資活動によるキャッシュ・フロー △112,677 △88,562

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △17,253 △13,481

配当金の支払額 △151,237 △76,505

その他 △1,082 △281

財務活動によるキャッシュ・フロー △169,572 △90,267

現金及び現金同等物に係る換算差額 △17,958 215

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △159,574 △56,901

現金及び現金同等物の期首残高 991,236 831,662

現金及び現金同等物の期末残高 831,662 774,761
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

  法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務

上の取扱い」（実務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を当連結会計年度に適用し、

平成 28 年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法か

ら定額法に変更しております。 

この結果、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞ

れ 15 億 45 百万円増加しております。   

 

   （セグメント情報等） 

   １ セグメント情報 

前連結会計年度(自 平成 27 年４月１日 至 平成 28 年３月 31 日）及び 

当連結会計年度(自 平成 28 年４月１日 至 平成 29 年３月 31 日） 

  当社グループは、ファクトリーオートメーション（ＦＡ）の総合的なサプライヤーとして、  

  自動化による生産システムに使用されるＣＮＣシステムとＣＮＣシステムの技術をベースと  

  したその応用商品の開発、製造、販売を主な事業とする単一業種の事業活動を営んでおりま 

  す。 

   当社グループでは、すべての商品に、ＣＮＣ、サーボモータが使用されていることから、 

  投資の意思決定は、特定の商品の状況だけではなく、すべての商品の受注・売上、製造の状 

  況により判断しております。 

     このように、当社グループにおいては投資の意思決定を全体で実施し、事業セグメントは  

   単一であるためセグメント情報の記載を省略しております。 
 

２ 関連情報 
当連結会計年度(自 平成 28 年４月１日 至 平成 29 年３月 31 日) 

（１）  製品及びサービスごとの情報 
   (単位：百万円)

 ＦＡ ロボット ロボマシン サービス 合計 

外部顧客への売上高 175,016 190,043 93,939 77,944 536,942

 

（２）  地域ごとの情報 

◎ 売上高 
 (単位：百万円)

日本 米州 欧州 アジア その他の地域 合計 

116,598 134,915 87,449 194,698 3,282 536,942

 （注）売上高は顧客の所在地別を基礎とし、国又は地域別に分類しております。 
  

◎ 有形固定資産 

本邦に所在している有形固定資産の額が連結貸借対照表の有形固定資産の額の 90%超であ

るため、記載を省略しております。 

ファナック㈱(6954)平成29年3月期決算短信

16



 
（１株当たり情報） 
 

前連結会計年度 
(自 平成27年４月１日  
  至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日  
  至 平成29年３月31日) 

１株当たり純資産額 6,825.27円

１株当たり当期純利益金額 816.78円
 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益
金額については、潜在株式が存在しないため記
載しておりません。 

１株当たり純資産額 7,031.79円

１株当たり当期純利益金額 658.63円

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益
金額については、潜在株式が存在しないため記
載しておりません。 

 
(注) １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。 
                              

項目 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日
 至 平成28年３月31日)

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日
 至 平成29年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益金額(百万円) 159,700 127,697

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
金額(百万円) 159,700 127,697

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 195,523 193,882

 

 

（重要な後発事象） 
（厚生年金基金の代行返上） 

当社は、平成 29 年１月 25 日に開催されたファナック厚生年金基金の代議員会において、  

 厚生年金基金の代行部分（将来分）の国への返上が決議されたことを受け、同月に厚生労働  

 大臣に将来期間の代行部分にかかる支給義務免除の認可申請を行い、平成 29 年４月１日に認 

 可を受けました。将来分返上に伴う平成 30 年３月期以降の損益に与える影響は軽微です。 

  また、当該認可から一定期間の後、厚生年金基金の代行部分（過去分）にかかる返上の手 

 続きを実施する予定です。過去分返上に伴う損益への影響は、現時点では未確定です。 
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決算発表補足資料 
 

１ 連結業績（平成２８年４月～平成２９年３月） 
１）純利益  １，２７７億円 （前年比 ２０％減） 

 
２）売上高   ５，３６９億円 （前年比 １４％減） 

 
３）営業利益  １，５３２億円 （前年比 ２９％減） 

経常利益  １，６８８億円 （前年比 ２６％減）売上高経常利益率 31.4% 
   

  ４）部門別売上高  
    ＦＡ    １，７５０億円 （前年比  ３％増） 
    ロボット  １，９００億円 （ 同   １％増） 
    ロボマシン   ９３９億円 （ 同  ４９％減） 
  サービス    ７８０億円 （ 同   ５％減） 
 
  ５）受注高   ５，６０７億円 （前年比  ４％減） 
 
２ ２９年度通期業績予想  
    売上高   ５，６９８億円  （前年比  ６％増） 

 営業利益  １，５５５億円 （ 同    ２％増） 
    経常利益  １，６０５億円  （ 同    ５％減） 
    純利益   １，１６９億円  （ 同    ９％減） 
 
３ 連結業績推移（単位 億円） 
 

 

 

売上高

経常利益 

純利益 

※ 本補足資料における「純利益」は、「親会社株主に帰属する当期純利益」を指します。
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